






要約:三鷹市における障害児発見の主な経路は①行政健診②公私立保育園,幼稚園③医療機

関の 3つであった。 

そのなかでも乳幼児健診が最大の経路であるが、乳幼児健診の体系化という面からみると、

三鷹市においては①三鷹市(市健康管理課)と東京都(保健所)および医師会との連携がとれ

ており、障害児の早期発見のシステムができている。そして、②早期に発見された障害児

についてはハピネスセンターを中心とした適切な相談、指導、療育が行える機構が確立し

ている。しかし自閉的傾向、多動傾向、情緒障害児の早期発見には③1 才 6 か月および 3

才児健診の充実が今後の課題と考えられた。 


